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今回の学校だよりは、今年度の学校評価アンケートの集計結果について報告します。

アンケートへのご協力ありがとうございました。
、 ノ

各部の評価

目標(課題） 取組みと結果 次年度の課題・改善策
■ ■ 一一

I生きる力を育むキャリア教育

やりとりを楽しむための個に応じ

た視覚情報を工夫する。
13歳から5歳まで、一人ひとりの

子どもの実態に応じた視覚支援教

材を作成し、子どもにとって理解
が深まりやすい環境を設定する。

掲示された文字を読んでたくさんの絵

シールから見つける課題に取り組み、語

いが増えた。 1週間の予定を掲示したこ

とで、見通しがもてるようになった。

行事に親子活動を取り入れたことで、

親子の関わりが増え、 2歳児も含めて全

員が楽しむことができた。乳幼児の親子

は事後に掲示する行事写真を楽しみにし

ており、写真を見ることで幼糀部のイ

メージを持つことができてきた。

Ⅱ朝の活動や懇談、連絡帳で、子ど
もの聞こえやコミュニケーション

等について、保護者に分かりやす
く伝えたり、相談に適切に応じた

りする。

Ⅱ専門性の向上

聴覚障害とともに他の障害や病気
についても理解する。
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Ⅲ乳幼児教育相談やさんさん交流も

含めて、幼・保・こども園、デイ
サービス、医療機関、保健師等の

関係機関との連携をより緊密に行
い、保誰者と情報共有できるよう
に定期的に個別懇談を設ける。

個別の教育支援計画、指導計画を中心

に年間5回ケース会を行い、教員間で共

有できた。

保護者学習会では、高等部生徒や保護

者の体験談を視聴したり、島根県立松江

聾学校元校長の福島先生を招いて研修を

実施したりした。他県の聴覚支援学校や

施設を見学し、いろいろな視点での思い

や関わり方について学ぶことができた。

療育施設の見学や担当者会に参加し、

具体的な支援を学ぶことができた。

幼
稚
部

Ⅲ子どもを支える連携

交流、乳幼児教育相談、さんさん

交流での関係機関と連携する。

本校教員が保育所やリハビリセンター

を見学したり、保育所等の先生が本校の

担当者会や学校祭を参観したりすること

で、お互いに子どもの違う一面を知るこ

とができた。

善通寺支援学校で月2回教育相談を行
い、三豊市の保健師との情報交換ができ

た。また、こだま学園で乳幼児のケース

会を行い、具体的な支援を学んだ。

連携訪問に行くだけでなく本校に来校

してもらうことで、より具体的な支援に

ついて話ができた。交流児が通う岡山県

聴覚障害児支援センター岡山かなりや学

厭lの療育を参観し、情報交換ができた。
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目標(課題） 取組みと結果 次年度の課題・改善策

I生きる力を育むキャリア教育

語葉の拡充や日本語文法の理解及
び表出力の向上を目ざし、言語力・

コミュニケーション力を高める。

相手を意識した伝え方や聞き方、さら

に考える力を育てるために｢話合い活動」

を重点的に取り入れた。同時に、語彙力

や日本語の読み書きの力を伸ばすため、

日本語文法指導にも取り組んだ。

自分の意見を表出するので精一杯だっ

た児童が相手のことや全体のことを考え

て発言するようになった。

児童の発言をつい修正していた教員が

児童の発言を尊重し、児童に考えさせる

機会を増やせるようになった。

I話合い活動をさらに豊かにする

ため、語彙力や日本語文法力など
言語力を高める。

Ⅱ日本語文法指導をさらに小学部

全体で進めるため、指導法のマ

ニュアル化、教材教具の整理を進
めていく。

。 、

Ⅲホームページを活用し、保謹者の

みならず地域へも本校の取り組み
を発信していく。Ⅱ専門性の向上

教員が学び合いながら聴覚障害教
育の専門性の向上を図る°

自立活動の授業において､できるだけ多

くの教員が授業に入るようにし､小学部全

体で授業計画を立てたり、教材研究をした

りすることで、日本語文法の指導法が部内

に浸透してきた。

教室や廊下に日本語文法の掲示物が増

えたり、教員間で日本語文法の指導法につ

いて議論される場面が見られたりするよ

うになった｡学部全体で聴覚障害教育の専

門性の向上を目指す意識が高まってきた。

小
学
部

Ⅲ子どもを支える連携

保護者との連携を深める。 保護者とは､主に担任が連絡を密にし連

携を深めることができた｡連絡帳の通信棚

や評価テスト、学習成果物等に加えホーム

ページにおいても学習状況を知らせるこ

とができた。

保護者との連絡に関する学校評価では、
高評価を得た。
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目標(課題）

I生きる力を育むキャリア教育
①知識や一般常識を身に付ける。

取組みと結果 次年度の課題・改善策

I動画等の「記録」により、生徒の
成長を可視化し、意欲向上につな
げる。隙間時間の学習を継続し語
彙力を増やす。

①朝の会の10分を活用し、 「言葉の学習」

を行った。教員だけでなく生徒も発表担

当者として意欲的に取り組むことができ

た。

②作文や1分間スピーチに通年で取り組

み､そこで培った日本語･手話の力を「学

校祭の劇」 「新年の誓い」で発揮すること

ができた。

②日本語・手話の力を向上させる。

Ⅱ来年度の行事を見据えた年間学習
指導計画を立て、教科横断的な指
導を行う。

Ⅱ専門性の向上

①教員は手話、 日本語、視覚情報、
聴覚活用のあらゆる手段を使って
情報保障を行う。

〃

Ⅲ部全体の教員が生徒と関わる機会
を増やすことで、コミュニケー
ションの脚上を目指す。

①帰りの会の5分を活用し、 「手話学習」を

行った。手話を学ぶとともに、抽象的な
言葉の意味を生徒にどのように分かりや

すく伝えるかを考える機会となった。

②研究授業の指導案作成の際に、部全体で

生徒の実態把握をして支援を考えた。そ

の結果、教科横断的指導の必要性に気づ
くことができた。

中
学
部
②授業力を向上させる。

l 謁延別

Ⅲ子どもを支える連携

①保護者と連携して生徒の自立の力
を高める。

①生徒ができるようになったことを、どの

ように継続させるかが課題となった。取

組みの目的を共有し、三者一体となって

意欲を高める対話を重視している。 ~

②ケース会や保識者との対話により、生徒

の様子を把握することができた。また、

補聴機器業者と連携することで、機器の

効果的活用法を知ることができた。

②他機関と連携して学校外での生徒
の様子を把握する。
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次年度の課題・改善策取組みと結果目標(課題）

.I生きる力を育むキャリア教育

①個に応じた学習内容や指導方法を

検討する。

1個に応じた学習を展開するため

に、生徒個々の自立活動の目標を

教員間で共有し、その目標を個別

の指導計画に掲載し、授業の中に
反映させる。コミュニケーション

力や支援を依頼する力を育むため
に、三木高校に加え、新たに高松

南高校との交流学習を行う。

①電子黒板の有効な使い方や、手話の通じ

ない相手とのアプリを使ったコミュニ

ケーション実践を行い、職員間で生徒に

効果的な指導方法についての共通理解を

図った･

②自分の聞こえや配慮してほしい事柄をま
とめた「マイヒアリング」を作成し、

大学生との交流や3年生が通った自動車

学校での説明で活用することができた。

②学習を通して、相手に伝わるコ

ミュニケーション力や支援を依頼す

る力を育てる。

Ⅱ重複障害生徒への関わり方を学ぶ
ために、来年度も継続して研修会
を実施し、研究実践としてまとめ

る。

高
等
部

Ⅱ教員の専門性の向上

①重複障害生徒への関わり方につい

て学ぶ。 ，

①外部講師を招いた研修会を実施し、重複

障害生徒への具体的な支援方法について

学ぶことができた。

②学部内において、個々の生徒の自立活動

の目標を見直し、教員間で共有すること

ができた。

②生徒の自立活動の目標について見

直す。
Ⅲ保護者の意見を把握するために、

次年度は定期的な進路懇談会に加

え、個別懇談の機会を設ける。
Ⅲ子どもを支える連携

①進路先の開拓を行い、保護者への

丁寧な情報提供を行う。

①生徒や保談者の希望に応じて進路先を開
拓し、前期・後期の現場実習へつなげ、

一般就労を希望する生徒2名の進路先が

決定した。進路指導部作成の進路相談・

聞き取りシートを活用し、必要に応じて

進路懇談を実施することができた。
ロ
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学校評議員会･学校関係者評価委員会から

令和8年2月27日 （金）に第2回学校評議員会が開催されました。

学校関係者評価委員会も兼ねており、学校評議員4名とPTAより3名

にご参加をいただきました。

〔各評議員等の方々のご意見やご感想の一部を抜粋してお知らせします｡〕

【本校の教育について】

○重複障害のある子どもたちへの指導には、情報の伝わりにくさがあるので、五感に訴える教材が有効

と思う。子どもたちの得意を見つけ出して、これからも指導を進めてほしい。

【寄宿舎について】

○様々な形での寄宿舎体験はありがたい｡自立を目指すうえで我が子に寄宿舎体験をさせたい保護者はい

るが､一方で寄宿舎の様々なルールの難しさから断念する場合もあるように思う。

→お子さんが入舎している保護者が他の保護者にもアピールしていただけたら嬉しい｡今後も色々な

形の寄宿舎体験を進めていけたらと思う。

【防災について】

○今年度､地域の方々との合同防災訓練を実施していただき､ありがとうございます｡現在､全国で福祉こ

ども避難所が設置されていて､今後も地域との連携を一層進めていけたらと思う。

→地域の方との合同防災訓練の実施をとおして､本校職員の意識も少しずつ高まってきている｡今後

は､引き渡し訓練､地域の緊急避難所､子ども福祉避難所のセットで実施できるようにしていきた

い。

【学校の情報発信について】

○今後､学校のPRを進めていくために､SNSの活用やメディアへの情報提供が重要と思う｡ぜひ進めてほ

しい。

→学校としても重要性を認識している｡検討していきたい。

【学校評価について】

○生徒が少ない中で､今後､生徒が増えたらどういう対応をしていくかを､今の評価から分析していくこと

が今後､重要になる｡また評価が高い項目からも､｢できていない｣｢もっときめ細やかにしたほうがよい」

「足りない｣ところを見つけて改善･意識していくことが重要と思う。

○グランドデザインからの重点目標､その手立てと評価という流れについては､昨年度と比べ改善が見られ

た。

ノ
~

この他にも、貴重なご意見を多数いただきました。学校で改善する必要があるものについては、すで

に検討を始めているものもあります。今後も、学校評議員会にてご意見を拝聴し、検討・改善を進めて

まいります。



令和8年1月

令和7年度（幼稚部自己評価） ［集計表］

(教員による自己評価） 香川県立聴覚支援学校 ~

【評価基準】 A: 十分に達成している。全く問題ない。

B; ほぼ達成している。特に問題はない。

C: あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

D: 達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

| AIBIcI学校/グランドデザイン重点目標（各部共通） D |8以上鴎］l■

①走弓菖雰雪篁講言嘉堯魎菩言亨識して機会や場面を設定し､指導し 0 0 0 100%4

II幼稚部における全体目標 AIBICIDI8以上“

①尋蕊簾活習慣を養い､健康で明るく生き生きとした子どもを育む。 100%1 3 0 0

一人一人に応じたコミュニケーションの基礎の力を養い、伝え合うこと
②を楽しむ子どもを育む。 （部全体） 100%0 4 0 0

③雰篭繧言企菩騨理雲怒、
学校生活や遊びを楽しみ、自分の
(部全体）

100%2 2 0 0

~~111重点課題における目標 8以上[%］
丑一| 4IB C l D

丁

①獣裂薑芋篭壱更李関わり(子どもの気持ちの理解受け止め
、二什
〆、

2 2 0 0 100%
ロ ロ

②寺善綴字態に応じた環境設定や視覚教材旧々の活動を工夫をする。 100%0 0 04

ﾛ ﾛ

③各行事を事前に検討し、視覚教材を整理、作成する。 （部全体） 0 100%2 2 0
1 1

0

④農鰐壹挿言鯛皐し､個々の実態に応じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの支 100%1 3 0 0

｜“〔”，AIB c lIV学習指導（自立）における目標

①芥もの聞こえ等に配慮するとともに､言語力の向上を図る｡ (各個 0 0 100%0 4

_ | A| B I c I DJ1勘V交流及び連携に関する目標 F

，
凸

①蕊雲舅罵筌庸ﾋｽと情報を共有し､子どもや保護者への支援に 3 0 0 100%1

②瘡球壜騨共吾裳宇専錐瀞を丁寧に行い､子どもの様子や支援 100%2 2 0 0

③三儂儀蕊季薑辨蕊祷る園と連携し､子どもの様子や支援に 100%3 0 01

D B以上[%]

0 75%

0 100%

VI管理、運営面における目標

①職員間の情報伝達（報告・連絡・相談等）を円滑に行う。 （各個人）

②集金処理や会計処理を適切に行う。 （各個人）

A

1

1

８
－
２
－
３



令和8年1月

令和7年度（幼稚部保護者評価） ［集計表］

香川県立聴覚支援学校

十分に達成している。全く問題ない。

ほぼ達成している。特に問題はない。

あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

(保護者による評価）

【評価基準】 A:

B:

C:

D:

l

D
B以上
［%］

ﾔ

I保育指導について 8 CA
－

①湧声は､先生や友達と一緒に《楽しく学校生活を送ることができまし 100％0 02 0

②日々の保育内容や行事は、お子様の興味、関心に合っていましたか。 0 100%2 0 0

③お子様は、この1年間で、できることが増えていますか。 0 100%2 0 0

教職員は、
④声、手話
か｡~

聞こえや発音、お子様に応じたコミュニケーション手段（音
指文字、身振りサインなど）に関して、配慮していました 0 100%2 0 0

ー 守

A Ｉ
｜

B |
I

曲

B以上
［%］

II人権・同和教育の取り組みについて~~ ~
，C

I

①謹謙教育活動全般においてお子様の人権に配盧した指壽を行って 0 0 100%2 0

４

●

２

４

．

』

庖

皆

爵

乎

散

》
、
巳
，
ｂ
‐
Ｌ B以上

［%］
1I1学校保健活動について A B 〔 ，鞠 職

~ ~

①呈燃蘇年蓼蕊辮繧霧亭診断､健康相談､保健指導等の保健 100%1 0 01

②濯亭羅謹宙亨惠薑雛雪了いますか(食事のﾏﾅｰ､食材の下準 100%0 01 1

8以上
［%］

B1Vホームページについて CA ，
ロ

I

①瀞の教育について分かりやすく知らせる内容構成になっています 100%1 1 0 0

ＩＩＩＩＩ

，
8以上

［%］
Vその他 8 CA

①雲謙濤壱濁篭逹奈若妻確瀝静様子を伝えたり､相談に 100%2 0 0 0
ロ

｡

②学習会や研修会等で、必要な情報を得ることができましたか。 2 0 0 0 100％



令和8年1月

令和7年度（小学部自己評価） ［集計表］

(教員による自己評価）

【評価基準】 A:

B:

C:

D:

香川県立聴覚支援学校

十分に達成している。全く問題ない。

ほぼ達成している。特に問題はない。

あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

浄 壼一F

A B
蝋磯 B以上

［%］
I学校/グランドデザイン重点目標（各部共通） C ロ

①濁菖雰鴎諒言嘉融5篝言誹謹言場面を設定し，指導し 0 0 100％4 7

1 1 1

D
I

C I
8以上
[%］

I1小学部における全体目標 A 3

一人一人の実態を把握して障害の特性に応じた指導上の配慮を行い、学
①力や社会へ出るために必要な基本的な力の向上を図る。 （各個人） 3 8 0 0 100％

②鑿籠字囑熱干言語活動の場を設定し、
コミュニケーションの拡

100％6 5 0 0

③篝畿篝雪譜菫藤通して､健康や安全に関心をもとうとする態 0 100%5 6 0

1 1

~111学習指導における全体目標 8以上
［%］

B C ，A
~

1 1 1 1

①担当した教科等の指導を、個別の指導計画に沿って進める。 （各個人） 100％3 8 0 0
ロ ロ

’１１１－

■

②各教科等の授業において、言語指導を意識した指導を行う。 （各個人） 100％3 8 0 0

③觜輔講獺:た議霧開し､分かる授業を目指したり､児童へ活 91％9 01 1

B
B以上
［%］

IV生徒指導における全体目標 A C 、

①嬬堯謬雲吉糯言喜確澪芋亨喜廠手め､連絡帳の活用情
、 ロ ロ

0 0 100%4 7
U U ロ

8以上
［%］

AV進路指導における全体目標 C
l ‐

，B
~

①罷薦教育｣を意識し､将来を見据えた教育活動を実施する。 100%1 10 0 0

- ■

声一一可

C I
~ニーl~

~

8以上
［%］

VI管理、運営面における目標 ，A B

①濯着昊苧の環境整備(設備､防災､衛生､安全面)を適切に行う。 100%5 6 0 0

②壹彗厭蝉員間の情報伝達(報告連絡相談等)を円滑に行う。 0 100%‘4 7 0
ﾛ ロ Ⅱ



令和8年1月

令和7年度（小学部保護者評価） ［集計表］

(保護者による評価） 香川県立聴覚支援学校

【評価基準】 A: 十分に達成している。全く問題ない。

B: ほぼ達成している。特に問題はない。

C: あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

D: 達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

一＝ 一

B以上
［%］

I学習指導について B C ロA
蕊

■ ■ ﾛ

①お子様の各学期の目標（生活面・学習面）は、達成できましたか。 0 100％3 6 0

教員はお子様の聞こえに配慮し、手指メディア（手話、指文字等） 、 ICT
②機器・教材（タブレット端末、パソコン等） 、絵カードなどの視覚的な方
法を活用した指導ができていましたか。

100％0 08 1

③差灌雪誉禁濤菫唇走瀞通信等によって､学校でのお子様の状況が適切 100%8 0 01

④琶訟通知表等において､お子様の能力や努力を麺に評価できていま 100％0 08 1

⑤鑿許旧々の家庭での宿閻課題等を適切に提供して指導できていまし 100%0 07 2

I

驍議 B以上
［%］

11人権・同和教育の取組みについて B C ，A
蹄

①蟄琴許､教育活動全般においてお子様の人権に配慮した指導を行ってい 100％0 08 1
｛ I

B C ，
B以上
［%］

111学校保健活動について A

①濫鱈蕪雰蕊瀦謹亨瀞康診断､健康相談､保健指導等の保健室 0 0 100％8 1

(食事のマナー、食材の下準
②檮亨羅謹宙亨壽薑議墓ｧ了いますか 0 0 100%8 1

I

B以上
［%］

I

IVホームページについて A B C ，
田『

~

■ ■ 、 ■

①本校の教育について分かりやすく知らせる内容・構成になっていますか。 100%6 3 0 0

B以上
［%］

Vその他 、A B C
易

叫 二－－ ▲ ~~ ~
~

①箏雲孵忠蕊辨罐壱顎生活面での困難さ等について､適切な 0 100％8 1 0

②霧?､ら進級や進学について､情報提供や相談が適切におこなわれていま 0 100％7 2 0



令和8年1月

令和7年度（中学部自己評価） ［集計表］

(教員による自己評価）

【評価基準】 A: 十分に達成している。全く問題ない。

B: ほぼ達成している。特に問題はない。

C: あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

D: 達成していない。改善・工夫が必要である。

香川県立聴覚支援学校

回収率100%

■■■

A B
B以上
［%］I 学校/グランドデザイン重点目標（各部共通） C ロ

、 1 1

①ル罰鰡'を発信する」ことを意識して機会や場面を設定し，指導したり自分自身も取り組 100%0 05 1

11 中学部における目標
8以上
［%］

C 、A B

』 I ロ ロ

一人一人の実態を把握し、障害の特性などに応じた指導上の配慮をより充実させ、生活力及び
①学力の向上を図る。 （各個人） ． 83％5 0 1 0

②{藩些鮮た言語活動をとして､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高め~人と関わる力を育てる． 3 0 0 100%3
1 1 1

ノ

■ ﾛ ■

③体験的な学習や交流及び共同学習を通して、主体的に考え、行動する力を育む。 （部全体） 100%4 2 0 ロ

8以上
［%］111学習指導における目標 C 、A B

~

①芽囑徹阜標を部全体で共有し､個別の指導計画に沿って指導を行い､学力等の向上を図 100%3 3 0 0

■ ■

②ICTを積極的に活用して指導するとともに、生徒がICTを活用する力を育成する。 .(各個人） 100%4 2 0 0

③手話・音声・文字等あらゆる手段を用いて、生徒が分かる授業を行う。 （各個人） 67％0 2 04

I

B
8以上
［%］1V生徒指導における目標 C 0A●

①罐ｩ鑿穿.(驫評での情報共有を図るため､連絡帳の活用情報の発信.三者間のや 100%3 2 0 0

②篤霧景羅詩ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝができるようになるなど､患いやりのある人間性を實 0 100％4 2 ロ

マーー

， ~ B以上［%］''‘~.' ‘.､錫潔簿'灘 翻誤 ・ﾊ’
八 ’,を凸1．

ノ モ輔

磯V進路指導における目標 B CA
織 嘱電

①係活動や役割の経験を通して自主性を育てながら自己有用感を向上させる。 （部全体） 100%3 3 0 0

ノ

②勇鑿苦涜鑑偽卒業後の姿を考えて目標を設定し､社会で生活していくために必要な 2 0 0 100%4

8以上
［%］VI 管理、運営面における目標~~ 8 C ，A

I

■

①各担当区域の環境整備（設備、防災、衛生、安全面）を適切に行う。 （各個人） 0 0 100%2 4

②各部内での職員間の情報伝達（報告・連絡・相談等）を円滑に行う。 （各個人） 2 0 83％3 1



令和8年1月

令和7年度授業評価(中学部生徒）～集計表～

香川県立聴覚支援学校

とてもできている、はいと思う場合は、 「。」と書いてください。

ほぼできている、まあまあと思う場合は、 「○」と書いてください。

あまりできていないと思う場合は、 「×」と書いてください。

回収率100%

〒｜◎ ○｜ ×重点目標に関する項目

①自分の思いを先生や友達に伝えることができる。 2 0 0

｜◎’○｜ ×授業に関する項目

①授業は楽しく、安心して受けられる。 01 1

②授業でわからないことについて先生に質問しやすい。 2 0 0

③先生は見てわかりやすい資料やビデオ、コンピューターなどをよく
使ってくれる。

01 1

④先生は手話・音声・文字等を使ってわかりやすく教えてくれる。 0 02

⑤先生は生徒の意見や考え方をよく聞いてくれ、大切にしてくれる。 1 1 0

I自分自身に関する項目 ◎ ○ ×

①学習の準備や服装を整えて授業の始まりを待っている。 2 0 0

b

②授業の内容を理解しようと努力している。 0 2 0
G ■ ■

､ 1 1

③授業中わからないところは質問している。 2 0 0

１１１

④他の人の発表をよく理解しようと努力している。 2 0 0

⑤宿題をきちんとしている。 01 1
’



令和8年1月

令和7年度~ （中学部保護者評価） ［集計表］

香川県立聴覚支援学校(保護者による評価）

【評価基準】 A:

B:

C;

D:

十分に達成している。全く問題ない。

ほぼ達成している。特に問題はない。

あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

~ ， 8以上
［%］I学習指導について A B C

弓

■

①お子様の各学期の目標（牛活而・学校面）は達成できましたか。 100％1 1 0 0
■ ロ ﾛ ﾛ

I

②潅溌か箪々に応じた言語活動の指導を通して､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ面での成長が感じら 0 0 100%1 1

③濡雲し室鮮事校外学習や交流学習､職場体験等の体験活動に意欲的に取り組むこと 100%1 1 0 0

I I I I

④彗郭ま需琴の難に配慮して､手話や指文字､ IC『機器等を用いたわかりやすい指導がで 100％1 0 01

⑤教員は、通知表等でお子様の能力や努力を適正に評価していますか。 0 0 100％1 1

B以上
［%］

I1学校の様子の共有について A 3~ C 、

ロ ロ ロ

①静懇談会や連絡帳等によって学校と家庭との情報交換等を適宜行うことができています 0 0 100%1 1

②学級通信や懇談等で、お子様の進路について、情報提供や相談が適切に行われていますか。 100%1 1 0 0

ﾛ

~111人権・同和教育の取り組みについて B

β

B以上
［%］

A C ，

①教職員は、教育活動全般においてお子様の人権に配慮した指導を行っていますか。 100％1 1 0 0

■

~1V学校保健活動について D l
… B以上

［%］
CA B

①驍罐尋癖する救急処置や健康診断､健康相説保健指導等の保健室の役割が十分なさ 0 0 100%1 1

②鬘雛菫靜の食育活動になっていますか(食事のﾏﾅｰ､食材の下準備､給食だより､船 1 0 0 100%1

1 1 1 1

B以上
［%］

Vホームページについて
~~~~~~~

A B C ，
■

①本校の教育について分かりやすく知らせる内容・構成になっていますか。 100％1 1 0 0

1 1 ． I



令和8年1月

令和7年度（高等部自己評価） ［集計表］

(教員による自己評価） 香川県立聴覚支援学校

【評価基準】 A: 十分に達成している。全く問題ない。

B: ほぼ達成している。特に問題はない。

C: あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

D: 達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率 100%

I c I D IB以上[%]I学校/グランドデザイン重点目標（各部共通） A B

①濁菖雰鴎毫薪顯搦菩薑亭識して機会や場面を設定し'指導し 100%0 05 7

1 AI8ICIQIB以上閲1I高等部における全体目標

個に応じた丁寧な学習指導や、指導方法の検討を行い、現場実習や進路
①希望先の見学など校外での活動を充実し、一人一人の進路目標の実現を
図る。 （部全体）

0 100%8 04

学校生活全般を通して活発なコミュニケーションの場を設けるととも
②に、社会で活かせるコミュニケーション力を高める取組を進め、卒業後
の望ましい対人関係を構築する姿勢を育成する。 （部全体）

100%0 08 4

生徒会活動、校内外での自主的な活動を推進し、生涯学習・スポーツに
③つなげるとともに、自立して社会参加できる意欲・態度を育てる。 （部
全体）

100%2 10 0 0

E ｢AI B I c I｣ll8以上剛111学習における全体目標
ユ

①譽壽擢就冒導を個別の指導計画に沿って行い~学力等の向上を図 100%3 9 0 0

②寝言害慧菫箒騎懸字駕皇詩､それに対応した具体的な目標及
■ ■ ■ ■

100%8 0 04

③圭綴雲讓瀧搦簔琴驚筌陸芋徒が分かる授業を目指したり、 92％04 7 1

cIDAIBIV生徒指導における全体目標 8以上[%］

①巽笙雪藤器座皇ぃ輻舌膀雪矢溌塁語言汽握瀞で 0 100%4 8 0

②字野ﾉ憾廉り､服装等を整え､規律正しい生活が送れるよう指導 92％6 05 1

I
~ b■

| AI BICIDIB以上[%]V進路指導における全体目標~

①靜暹舎壽菫忠義臺菖言誕‘篁鮮進路に対応する学力を身につ 100%3 9 0 0

②駕壹睾甥言震贄静蕎紮)個々の生徒の能力を伸ばすなど、 8 0 0 100%4

~ ~~VI管理・運営面における目標 AIBICIDIB以上[%]；課 I

①碧壱長亭の環境整備(設備防災､衛生､安全面)を適切に行う． 6 6 0 0 100%

②評での職員間の情報伝達や意見交換を行い､共通理解を図る｡ (各個 83％6 4 2 0



令和8年1月類型I集計

令和7年度（高等部生徒自己評価） ［集計表］

(教員による自己評価）

【評価基準】 S: とてもできている、はい

A: ほぼできている、まあまあ

B: あまりできていない

香川県立聴覚支援学校

回収率100％

S
B以上
［%］

I重点目標に関する項目 A B

①自分の考えや意見を先生や友達に伝えることができる。 9 2 89％7

B
8以上
［%］灘II授業に関する項目 S A

ユマ軽』

~

①授業の進む速さはちょうどよい。 100%6 12 0

②自認融尭(壹話､指文字等も含む)がはっきりして､言っているこ 94％5 12 1

③疑讓自分や友だちの意見や考え方をよく聴いてくれ､大切にしてくれ 10 0 100%8

④板書は見やすく、わかりやすい。 0 100％5 8

U

⑤簔鴇言見てわかりやすい資料やﾋﾃｵ､ｺﾝﾋｭｰﾀ等をよく使っ 83％4 11 3

⑥I先生がつけている成續（通知表）は納得できる。 100％8 4 0

⑥II宿題の量や内容は自分の成績向上のためになっている。 4 0 100%2

０

Ｉ

ｊ

BI S B以上
［%］1I1自分自身に関する項目~~ A

①教材（服装等含む）を準備して授業の始まりを待っている。 12 0 100%6

②私語などをせず、先生の説明を理解しようと努力している。 94％4 13 1

③授業中わからないところは質問している。 94％2 15 1
■ ﾛ ■

④他の人の発表を理解しようと努力している。 93％2 11 1

h

⑤予習・復習や宿題をきちんとしている。 100%13 01



令和8年1月

令和7年度（高等部保護者評価） ［集計表］

香川県立聴覚支援学校

十分に達成している。全く問題ない。

ほぼ達成している。特に問題はない。

あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100%

(保護者による評価）

【評価基準】 A:

B:

C:

D:

B
B以上
［%］I学習指導について~

A C ，

①祷様がﾎｰﾑﾙｰﾑ等で立てた各学期の目標は､達成できています 100%0 02 7

②学校生活全般にわたって、個に応じた指導ができていますか。 100％0 05 4

③通知表等において、お子様の成果や努力が適正に評価されていますか。 100%5 4 0 0

④翫蔬茎厄差託面での指導が行われ､対人関係面でお子様の成長が 0 0 100%4 5

B以上
［%］

II部活動について A B ［ ，

①雲瀞目標に応じて~個の能力を十分に発揮できるよう指導されてい 0 100％3 6 0

111人権・同和教育の取り組みについて
8以上
［%］

B C ，A
’

①謹謙教育活動全般においてお子様の人権に配慮した指導を行って 100%5 4 0 0

B
B以上
［%］IV学校保健活動について~ A ［ 、

①呈溌覇年彗蕊辮繧霧亭診断､健康相談､保健指導等の保健 89％4 4 1 0

ロ ロ

②橲亭羅毒雷雲惠蕊農アヱいますか(食事のﾏﾅｰ､食材の下準 100%4 5 0 0

8以上
［%］

Vホームページについて B C ，A

①評の教育について分かりやすく知らせる内容構成になっています 0 100%4 5 0

鰯
斑，

8以上
［%］

VIその他
I

C ，A B縛駕§

①零舌欝詳生活での悩みや相談等について､教職員が適切な対応をし 89％5 3 01

②菫手瀞進路について､情報提供や個に応じた指導が適切になされてい 89％5 3 1 0
〆



令和8年1月

(学校評価他分掌評価） ［集計表］令和7年度

(教員による評価）

【評価基準】

香川県立聴覚支援学校

十分に達成している。全く問題ない。

ほぼ達成している。特に問題はない。

あまり達成していない。問題点を整理する必要がある。

達成していない。改善・工夫が必要である。 回収率100％

。
■
■
■
■
■
■
■

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｏ

B以上
［%］

I他分掌評価 A 3 C ，

個別の教育支援計画の、意義や目的について現職教育で説明を行う。ま
た諸表簿の点検を計画的に実施するとともに、効果的な運用について検
討する。

教務 100%22 7 0 0

●

研究懲三罰浮蕊言菫蕊言謝瘍鶚藷溌季験者研修､手話研 97％19 11 1 0

視聴覚機器やタブレット端末等を授業等で活用しやすいように、使用方
法をまとめたマニュアルを作成し、研修会等で周知する。また、教職
員、幼児児童生徒が積極的に使用できるよう環境を整えたり、効果的な
使用方法を共有したりする。

メディア

教育
97％16 15 1 0

雌
剛
縮

幼児児童生徒へのよりよい指導に向けて、人権教育について共通理解を
図り、人権感覚・人権意識向上を目指した教職員研修を行う。

97％16 14 1 0

幼児児童生徒が安心して落ち着いた学校生活を送ることができるよう、
各種の指導（交通安全、携帯電話安全利用等）を各部の実態に応じて効

生徒指導果的に実施する。
幼児児童生徒が主体的な活動を通して自己肯定感を育むことができるよ
う、各部の実態に応じた交流活動や児童牛徒会活動を計画する。

97％17 13 1 0

幼児児童生徒が元気な心と身体づくりをめざし、給食を通して食八の関
心を高めるために、栄養教諭と連携し食に関する授業を各学部で計画・
実施する。感染症・衛生面に配慮した配膳等の体験活動も積極的に行
う。

保健 100%22 8 00

◆

進路希望調査や学期末懇談での聞き取りを取りまとめ、職員間で共有す

蝿指導高さ潅墨篭穀譜鑪壽蕊蕊言語鰈蕊享臺晨懲り菫 97％16 15 1 0

で情報提供を行う。

幼児児童生徒が安全安心な学校生活を送るために、全職員が発災時の避
環境管理難経路や役割分担を考えて行動できるよう、各避難訓練を計画的に実施

する。

97％18 12 1 0
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総務壽窪嘘託早賃毫鑪言葉瀞鬘雛託喜計量T鑑蕊澤護者 100%0 016 15
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きこえと職員会議等できこえとことばの相談支援センターの活動について報告を
ことば行い、センター的機能についての理解を進める。

100%19 12 0 0

寮務寄宿舎での活動や取り組みについて、理解推進を図る。 100%27 0 06
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